
避難所運営をICチップで効率化

避難所運営
支援システム

避難者名簿の記入
及びデータ登録

ICチップ付ネックストラップの配布

① 避難者の受付作業

② 避難者の点呼作業の効率化

③ 避難者への食料等配給作業の効率化
ICチップ読取機

避難者のICチップ付ネック
ストラップを離れた場所から
ICチップ読取機で検出する
ことで、短時間かつ呼びかけ
無しに点呼を完了しました。

避難者（特に高齢者や要配慮者など）の健康
管理を支援（活動量に基づく注意喚起等）

今後の検討項目

行政による避難所運営
状況（避難者数、物資数
等）の把握を支援

異なる地区に開設された避難所
間の情報共有を支援

避難者名簿の代わりにICチップ
付ネックストラップを用いて食料
や水などの物資配給を短時間で
完了しました。日々の配給履歴
管理により、避難者の避難所生
活状況の把握にも適用できます。

（活用できる住民のデータ
ベースがあれば不要）

避難訓練者のアンケート結果

（事前配布できれば更に効率化可能）

N=67名

広島工業大学は、ICチップなどのデジタル技術により避難所運営を効率化するシステムを提案しています。落合学区自主防災会連合会の
ご協力を得て実施した避難訓練では、避難者の点呼作業や食料等配給作業に本システムを適用し、その有効性を実証しました※。

左記②・③に対するICチップの有効性は...

■ 大きな効果がある

■ 多少効果がある

■ あまり効果がない

■ 効果がない

■ わからない

約93％
が効果があると評価
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※ 実証実験における協力企業： (株)三宅，(株)ハイエレコン
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